




















































































表 2 平成 29年度「幼児音楽Ⅰ」における授業形態の分布 
 実技 講義 演習 
第 1回 オリエンテーション－保育者に求められる音楽技能－ 
第 2回 ●歌唱（4月の歌） ■楽典①音名と繰り返し記号 ■身体表現 
第 3回 ●歌唱（4月の歌） ■楽典②調性と調号 ■童謡への振付 
第 4回 ●歌唱（4月の歌） ■楽典③コード（メジャー・マイナー） ■手遊びと遊び歌 
第 5回 ●歌唱（5月の歌） ■楽典④コード（ドミナントセブンス） 
▲音楽遊び①音楽遊びとは 
 
第 6回 ●歌唱（5月の歌） ■楽典⑤ 
▲音楽遊び②乳児クラスの音楽遊び 
▲音楽遊び実践演習 
第 7回 ●歌唱（5月の歌） ▲音楽遊び③3歳クラスの音楽遊び ▲音楽遊び実践演習 
第 8回 ●歌唱（6月の歌） ▲音楽遊び④4歳クラスの音楽遊び ▲音楽遊び実践演習 
第 9回 ●歌唱（6月の歌） ▲音楽遊び⑤5歳クラスの音楽遊び  
第 10回 ●歌唱（6月の歌）  ▲音楽遊び創作発表 
第 11回 ●歌唱（7月の歌） ▲鍵盤ハーモニカ指導法①指導計画と導入  
第 12回 ●歌唱（7月の歌） ▲鍵盤ハーモニカ指導法②実践と問題点 ▲鍵盤ハーモニカ演習 
第 13回 ●歌唱（7月の歌） ▲鍵盤ハーモニカ指導法③指導案作成  
第 14回 ●歌唱（8月の歌） ■簡易伴奏の方法 ■簡易伴奏の実践 
第 15回 ●歌唱（8月の歌） ■幼児音楽とメディア 
■楽典のまとめ 
 

































































































































 第一の課題は、楽典（音楽理論）の授業内容の再検討である。表 3は、平成 28年度の「幼




表 3 音楽に関するアンケート調査結果 
項目 好き・得意 嫌い・苦手 どちらでもない 
歌唱 79% 6% 15% 
ピアノ 58% 9% 33% 
弾き歌い 46% 28% 26% 
合奏 79% 6% 15% 
振付・身体表現 34% 9% 57% 
楽典（音楽理論） 0% 69% 31% 
 
また、楽典を苦手と感じる理由については下記のような記述が見られた。 
 ・専門用語が多く理解し難いから 
 ・内容が複雑で重要点が解りにくいから 
 ・音楽経験はあるが、楽典と実技とを関連させて学んだ経験が浅く実用的でないと感じる 
から 
 ・練習問題などを解く機会が少なく身に付いていないと感じるから 
 ・保育者に必要な知識とは思えないから 
実際、音楽経験の有無に拘らず、楽典に関する受講者の理解度は高いとは言い難い。確か
「幼児音楽Ⅰ・Ⅱ」授業実践報告と今後の課題（長澤） 
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に、科目としての「音楽」と「幼児音楽」とは似て非なるものではあるが、楽典の基礎知識が
求められるという点では変わりはない。幼児音楽全般をより的確に理解するためには理論面
の強化は不可避であろう。今後の課題として、楽典を単独の講義項目として扱うのではなく、
実践に結びつけた授業構成を検討していきたい。 
第二の課題は、歌唱指導の見直しである。現在のところ、本学には歌唱技能の習得に特化
した授業は設置されていない。したがって、本授業の中に一定の時間を設けて歌唱指導を行
っているが、一斉授業のため受講者個々の技能指導まで至っておらず、歌唱技能の体得に関
しては不十分と言わざるを得ない。また、保育者が行う「弾き歌い」は歌唱とピアノ伴奏を
組み合わせた演奏技能であるが、歌唱技能よりもピアノ技能が優位となり、バランスを欠い
た演奏となることも懸念されるべき点である。受講者の歌唱力向上のためには、発声を初め
とする歌唱技能を専門的に体得する機会を確保するべきである。 
そして、第三の課題として挙げられるのは、視聴覚教材の導入である。多くの受講生は、1
短期間の実習以外において、保育者による音楽的アプローチに対し、幼児がどのような反応
や行動をするか観察する機会をほとんど得られていないのが実情である。このため、指導案
を作成する際に具体的なイメージを持つことができず、戸惑いを感じる受講者が多数見受け
られる。各年齢に合わせた音楽活動を立案する力を養成するためには、音楽面における子ど
もの発達や、実際の音楽活動の様子などをテーマに作成された視聴覚教材の活用を検討すべ
きであろう。 
今後、これらの点について改善を図るとともに、常に変化する幼児音楽教育の実態に着目
しながら時代のニーズに応えた保育者養成に努めていきたい。 
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